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内
シ
ス
テ
ム
（
供
給
量
増
）
の
二
面
か

ら
な
る
Ｉ
Ｔ
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と

結
実
し
て
い
っ
た
。 

　
福
岡
理
事
は
言
う
。「
目
標
は
、
鉄

骨
を
福
井
の
ブ
ラ
ン
ド
に
す
る
こ
と
。

そ
れ
に
は
十
分
な
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
も
条

件
と
な
る
の
で
、
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
が

必
要
だ
っ
た
」 

　
主
旨
は
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に

も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
同
組
合
事
務
局

長
の
水
野
日
出
雄
氏
に
よ
る
と
「
巨
大

な
バ
ー
チ
ャ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
る
こ

と
を
示
す
た
め
に
、
そ
し
て
現
在
の
県

内
鉄
骨
生
産
量
２
万
ト
ン
を
３
万
ト
ン

に
増
や
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
「
て
っ

こ
つ
一
家
３
万
ト
ン
」
と
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
を
つ
け
た
」
の
だ
そ
う
だ
。 

   　
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ
た
り
、
栃
川

昌
文
氏
、
橋
脇
典
子
氏
の
２
名
の
Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
が
サ
ポ
ー
ト
を
担
当
。

栃
川
氏
は
、「
第
一
回
目
の
会
議
に
参

加
し
て
熱
意
の
強
さ
を
感
じ
た
。
要
望

を
整
理
し
て
使
い
こ
な
せ
る
シ
ス
テ
ム

提
案
依
頼
書
に
ま
と
め
る
こ
と
を
心
が

け
た
」
と
振
り
返
る
。 

　
組
合
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
関
し
て
は
、

各
社
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
て
簡
単
に
更
新
で
き
る
方

法
を
導
入
。
受
発
注
シ
ス
テ
ム
も
Ｗ
ｅ

ｂ
ベ
ー
ス
で
開
発
し
、
各
社
が
仕
事
受

注
状
況
を
入
力
し
て
デ
ー
タ
を
蓄
積
す

る
仕
組
み
と
し
た
。 

　
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
使
っ
て
い
た
時
に

比
べ
、よ
り
広
い
企
業
か
ら
即
座
に
協
力

者
を
探
し
だ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

　
宮
川
副
理
事
長
は
「
手
の
内
を
明
か

す
シ
ス
テ
ム
で
す
か
ら
、
互
い
の
信
頼

関
係
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
す
で
に

そ
う
し
た
関
係
が
成
り
立
っ
て
い
る
の

で
実
現
で
き
た
」
と
分
析
す
る
が
、
こ

の
点
は
企
業
内
で
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
場
合
も
同
じ
だ
。
明
確
な
目
標
設
定

と
風
土
醸
成
が
な
さ
れ
て
こ
そ
、
ツ
ー

ル
が
生
き
て
く
る
に
違
い
な
い
。 

　
心
配
さ
れ
る
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
は
、
７８
社
が
き
ち
ん
と
シ
ス
テ

ム
を
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
だ
が
、

同
組
合
は
、
組
合
内
の
Ｉ
Ｔ
導
入
も

早
く
、
会
員
企
業
へ
の
パ
ソ
コ
ン
操

作
指
導
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
き

た
。「
福
井
の
人
間
は
新
し
も
の
好
き

だ
し
、
業
務
の
性
格
上
パ
ソ
コ
ン
を

使
う
こ
と
へ
の
抵
抗
も
少
な
い
。
今

後
は
き
ち
ん
と
時
間

を
か
け
て
デ
ー
タ
が

集
ま
る
習
慣
を
作
っ

て
い
き
た
い
」（
福
岡

理
事
）
と
の
こ
と
だ
。

３
万
ト
ン
の
鉄
骨
受

注
が
実
現
す
る
日
は

遠
か
ら
ず
訪
れ
る
に

違
い
な
い
。 

　
本
特
集
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
に
は
、
各
企
業
が
自
社
の
Ｉ
Ｔ
活

用
状
況
を
冷
静
に
捉
え
た
評
価
や
課
題

も
記
載
さ
れ
て
い
た
（
左
図
参
照
）。 

　
課
題
に
つ
い
て
は
、 

①
業
務
課
題
を
具
体
的
な
Ｉ
Ｔ
で
解
決

で
き
て
い
な
い
点
 

②
費
用
調
達
や
投
資
効
果
な
ど
の
金
銭
面
 

③
Ｉ
Ｔ
自
体
の
品
質
に
不
満
足
な
点
 

④
社
内
の
意
識
や
仕
組
み
が
変
革
で
き

な
い
点
 

の
４
つ
に
分
類
で
き
る
。 

　
一
方
、
Ｉ
Ｔ
化
に
お
け
る
相
談
先
と

し
て
、
社
内
の
Ｉ
Ｔ
に
詳
し
い
社
員
、

知
人
・
他
社
経
営
者
を
挙
げ
た
回
答
者

が
多
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
Ｉ
Ｔ
に
関
し

て
は
情
報
収
集
や
相
談
が
身
近
な
範
囲

で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ス

キ
ル
の
高
い
人
材
が
い
れ
ば
実
行
も
ス

ム
ー
ズ
だ
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
Ｉ

Ｔ
活
用
の
範
囲
が
狭
ま
る
可
能
性
が
あ

る
。
こ
の
点
の
克
服
に
、
自
社
に
適
切

な
Ｉ
Ｔ
活
用
を
実
行
す
る
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
が
あ
り
そ
う
だ
。 

　
事
例
紹
介
で
取
り
上
げ
た
文
化
印
刷

で
は
、
金
重
社
長
が
商
工
会
議
所
の
研

修
会
に
足
を
運
び
、
Ｉ
Ｔ
活
用
の
現
状

に
触
れ
た
こ
と
が
行
動
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
ま
た
、
福
岡
県
建
設
鉄
工
協

同
組
合
も
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
や

地
域
の
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
組
織
の

サ
ポ
ー
ト
で
、
意
見
の
と
り
ま
と
め
が

難
し
い
と
い
う
組
合
の
Ｉ
Ｔ
活
用
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
で
き
た
。 

　
高
い
意
識
を
持
ち
課
題
を
認
識
で
き

て
い
る
企
業
こ
そ
、
社
外
に
あ
る
「
便

利
な
組
織
や
人
」
を
も
っ
と
活
用
す
べ

き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

明
確
な
目
的
意
識
が
 

シ
ス
テ
ム
化
を
ス
ム
ー
ズ
に
 

登録 

登録 登録 
探す 探す 

見る 

てっこつ一家求援隊一家求援隊で扱で扱うデータ 

組合組合システムの体系体系 

山積一覧 

組合企業全社 

仕事情報 

出したい 受けたい 

仕事を 
受けられる会社 

仕事を 
頼みたい会社 

■一般公開用 

■組合員のみ 

組合員専用ページ 

ログイン画面（IDとパスワード入力） 

組合員専用ページTOP

共同積算 求援隊 てっこつ一家HP更新 
見積報告システム 

「ログイン」から進む 

進む 進む 進む 

戻る 

受発注システム ホームページの自社情報等更新 

資料提供：福井県建設鉄骨協同組合 

てっこつ一家3万トン 
（組合ホームページ） 

てっこつ一家求援隊で扱うデータ 

組合システムの体系 

デ
ー
タ
 

活用方法の面で 
・顧客開拓に使えていない（関東） 
・情報発信ができていない（東北） 
・いかにネット販売ができるか悩んでいる（近畿） 
・清書機を脱していない（四国） 
・データを使いきれていない（東北） 

投資の面で 
・かけたコストに見合っていないと感じる（関東） 
・費用面で難しい点がある（九州） 
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2

ITの内容面で 
・システムの融通がきかないので 
　　　　　　　最適化されない（北海道） 

推進方法の面で 
・社内の同意が得られない（中国） 
・統一的なIT活用の理解ができていない 
　　　　　　　　　　　　　　（近畿） 
 
 ＊（　）は回答企業の所在地方 

3

4

いない 
20%

0％ 

10％ 

20％ 

30％ 

相談相手がいる 
80%

IT活用の際の 
相談相手はいますか？ 

ITの相談相手は？ 

御社はITを使いこな 
していますか？ 

使いこな 
していない 
66%

使いこな 
している 
34%

社
内
の
Ｉ
Ｔ
に 

詳
し
い
社
員 

Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー 

他
社
の
経
営 

者
・
知
人 

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー 

タ
等
の
専
門
家 

そ
の
他 

＊複数回答可 
＊「専門家」には中小企業診断士・ 
　税理士等を含む 

近くにわかる人がいる場合は良いが、そうで
ない時には全体像がとらえられない可能性も 

―「COMPASS」読者アンケート結果（その2）― 

目下の悩みは？（企業の声） 

サポーター紹介 　福井県で活躍するＩＴコーディネータ。組合のような組織
体のコンサルティングでは、一般に意見のとりまとめが難し
いといわれる。栃川氏と橋脇氏はプロジェクトメンバーの
考えを言葉で整理し、仕上がりイメージを提示して合意を
得ることに心がけた。ホームページ制作においては、組合
企業に参加するメリットを理解してもらうことにも力を注い
だという。 
　その結果、ベンダーへのシステム構築依頼は滞りなく進
んだ。水野事務局長は、「物を作るには図面、設計書が必
要だが、ＩＴもそのとおりだと感じた。ベンダーに依頼した後
に大幅な変更が発生することもなくスムーズだった」という。 
　宮川副理事長は「組合内だけで進めていたら頓挫した
かもしれない。専門知識はもちろん、人格的にも良い人に
来ていただいた」と満足感を示している。 

ITコーディネータ 
NPO法人　福井県情報化支援協会 
http://www.itc-fukui.jp/

栃川昌文氏 
有限会社ビジネスアイ 

橋脇典子氏 
有限会社ブリッジ 

本事例では、ITコーディネータの派遣に際し中小企
業基盤整備機構の「IT推進アドバイス事業」を活用
しています。また、「てっこつ一家求援隊」の構築に
おいて全国中小企業団体中央会の「組合等情報ネッ
トワークシステム等開発事業」の補助金を受けました。 

特 
集 隣の会社は 
動 き出している ！ 

次にきっかけをつかむのは 
どの会社なのか？ 


